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（
質
問
の 

一
） 

答

弁

第

一

号 
   

衆
議
院
議
員
栗
原
俊
夫
君
提
出
行
政
庁
の
認
許
可
権
限
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 
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三 

衆
議
院
議
員
栗
原
俊
夫
君
提
出
行
政
庁
の
認
許
可
権
限
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
、
法
令
に
よ
り
権
限
を
有
す
る
行
政
庁
に
対
し
免
許
・
特
許
・
許
可
・
認
可
・
承
認
等
の
い
わ
ゆ
る
許
認
可
の
申
請

が
な
さ
れ
た
場
合
、
当
該
行
政
庁
が
申
請
に
か
か
る
許
認
可
の
可
否
の
決
定
を
公
正
か
つ
迅
速
に
行
な
う
べ
き

こ
と
は
当
然
で
あ
る
。 

政
府
に
お
い
て
も
、
従
来
か
ら
許
認
可
事
務
の
処
理
の
合
理
化
能
率
化
に
努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
最

近
に
お
い
て
も
「
行
政
運
営
の
改
善
に
関
す
る
件
」
（
昭
和
三
十
四
年
七
月
十
日
閣
議
決
定
）
、
「
行
政
運
営
改
善

の
推
進
に
つ
い
て
」
（
昭
和
三
十
八
年
九
月
十
七
日
閣
議
決
定
）
お
よ
び
「
行
政
事
務
運
営
の
改
善
に
つ
い
て
」
（
昭

和
四
十
年
五
月
七
日
閣
議
決
定
）
に
よ
つ
て
許
認
可
事
務
の
処
理
期
間
の
設
定
ま
た
は
そ
の
短
縮
等
を
図
つ
て

い
る
。 

し
か
し
、
許
認
可
事
務
と
い
つ
て
も
、
そ
の
内
容
は
画
一
的
で
な
く
、
そ
の
処
理
に
要
す
る
期
間
も
許
認
可 

 



現
在
、
法
令
上
処
理
期
間
の
定
め
の
あ
る
も
の
に
あ
つ
て
は
そ
の
期
間
が
七
日
か
ら
百
二
十
日
ま
で
各
様 

で
あ
り
、
ま
た
、
期
限
の
定
め
の
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
よ
り
長
期
間
を
要
す
る
こ
と
を
相
当
と
す
る
場
合

も
当
然
に
予
想
さ
れ
る
の
で
、
事
案
の
性
質
に
よ
つ
て
は
四
～
五
ヵ
月
の
期
間
を
要
し
て
も
必
ら
ず
し
も
不
適

正
と
は
認
め
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
り
う
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

そ
れ
ゆ
え
、
こ
れ
ら
許
認
可
申
請
に
対
し
相
当
の
期
間
を
経
て
も
何
ら
の
処
分
が
行
な
わ
れ
な
い
場
合
は
こ

れ
を
行
政
庁
の
不
作
為
と
し
、
国
民
の
権
利
利
益
の
救
済
と
行
政
運
営
の
適
正
化
を
図
る
目
的
を
も
つ
て
制
定

さ
れ
た
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
基
づ
く
「
不
服
申
立
て
」
ま
た
は
行
政
事
件
訴 

も
ち
ろ
ん
、
法
令
上
処
理
期
間
の
定
め
の
な
い
場
合
に
お
い
て
も
当
該
行
政
庁
が
申
請
に
か
か
る
事
案
の
処

理
を
相
当
の
期
間
内
に
行
な
う
べ
き
こ
と
は
当
然
で
あ
り
、
そ
の
期
間
は
申
請
事
案
の
性
質
に
応
じ
て
合
理
的

な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

の
内
容
に
よ
つ
て
当
然
に
異
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。 

四 

 



 

五 

訟
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
三
十
九
号
）
に
基
づ
く
「
不
作
為
の
違
法
確
認
の
訴
え
」
を
提
起
す
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

二
、
法
律
上
、
当
該
許
認
可
の
効
力
に
つ
い
て
争
う
方
法
と
し
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
の
規
定
に
基
づ
き
関
係

行
政
庁
に
対
し
て
す
る
不
服
申
立
て
お
よ
び
行
政
事
件
訴
訟
法
の
規
定
に
基
づ
き
裁
判
所
に
対
し
て
す
る
抗
告

訴
訟
の
提
起
が
あ
る
。 

な
お
、
行
政
管
理
庁
設
置
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
七
十
七
号
）
の
規
定
に
よ
り
行
政
管
理
庁
が
行
な
う
こ

と
と
さ
れ
て
い
る
苦
情
あ
つ
せ
ん
を
求
め
る
苦
情
の
申
出
お
よ
び
事
務
次
官
等
会
議
申
合
せ
（
昭
和
四
十
年
九

月
二
十
二
日
）
に
基
づ
き
、
各
省
庁
に
置
か
れ
て
い
る
行
政
相
談
窓
口
の
利
用
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、
念
の
た

め
申
し
添
え
る
。 

右
答
弁
す
る
。 




